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- 4一 77 
京大広報
め，次回もこの問題を継続討議することとなっ
た。
（稲垣博会員，桐栄良三会員〉
吉川幸次郎氏の文化功労者に選ばれた
ことについて
本学名誉教授文学博士吉川孝次郎氏は，本年度
文化功労者に選ばれ，11月3日，文化功労章を授
けられた。
教授は，神戸市出身（明治
37年生，大正15年，本学文学
部文学科（中国語学中国文学
専攻〉を卒業，昭和3年より
3か年，中国（北京その他〉
に留学し，同13年，外務省の
基金により設定された東方文
化学院京都研究所の所員とな
り（同所はのち東方文化研究所と改称され，戦後
京大人文科学研究所に統合された）， 22年，文学部
教授となって， 42年退官まで中国語学中国文学第
一講座を担任された。そのあいだに昭和39年には
日本芸術院会員に選ばれている。
教授は，中国の文学のみならず，経書の造詣ふ
かく，早くから古典の解釈学は，経学と文学に共
通の方法をもって行なわれるべきものであること
を唱え，その最初の成果は，研究所在任中に刊行
された「尚書正義」定本とその国訳であった（昭
和15～18年〉。定本の校訂の厳密さと原文のー字
をもいやしくしない訳文とは，古典解釈の正軌を
示した輝やかしい業績であった。同じころ研究所
において始められた元代戯曲と演劇の共同研究
は，やはり同所在任中に「元雑劇研究」として結
実し，これによ って文学博士の学位を授与され，
まもなく刊行された（昭和23年〉。 この書は中国
俗語文学の研究に新生面を聞いたものであって，
充分な準備の上に立ち，これまでの学者の想い到
らなかった所を指摘しつつ，ぬきん出た識見をあ
らわしている。
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教授の業績は，中国文学（特に古典文学〉のあ
らゆる領域をおおい，その多数の著述は，いずれ
も精髄をとらえた鋭い創見にみちている。なかん
づく「杜甫私記」 （昭和25年第1巻刊行〉に始ま
る一連の述作は，この中国の最大詩人の全貌に光
りをあて，透徹した洞察力により清新な解釈を提
出した。そして文学部教授として毎年講義された
中国文学史に関する見解の一端は， 「宋詩概説」
〈昭和37年刊〉および「元明詩概説」 （昭和38年
刊〉として刊行された。二著ともに中国古典詩の
変貌し始めた時代を対象とし，一面では詩が市民
の生活と密着する方向に進んだことと同時に，他
方では思想、の沈潜が「悲哀の抑制」をもたらした
等の新穎にして精深な意見が述べられてある。
「宋詩概説」はすでに英訳されて（昭和42年ハー
〈ード大学出版〉海外にも広く知られている。
叉経学の方面においては， 「論語」の注解があ
る（昭和34～38年〉。教授は， しばしば世上に見
られる奇説を排して，伝統的な解釈を主としつつ
も，その中に自己の中国に関する教養にもとづく
鋭い批判と妥当な意見を加え， 「論語」を理解す
るのにもっとも適当な書物とされている。
要するに教授の学聞は，博治淵深，世界を通じて
シナ学者の第一流を目されるのは当然であるが，
定年退官後も，ひきつづ、き杜甫の詩の訳注に専念、
され，すでにその第1巻が公けにされ，さらに昨
年よりは，これまでの全著述を収めた「吉川孝次
郎全集」が刊行されつつある（全20巻〉。 これに
対し，去る 5月8日，フランスの学土院よりスタ
ニスラス・ジュリアン賞が授けられ，このたびさ
らに文化功労者の栄誉を得られたことは，まこと
に鹿賀にたえない。
正誤
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